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平
成
二
十
年
第
六
回
町
議
会
九
月
定

例
会
が
九
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
の
七

日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
議
員
発
議
に

よ
り
、
六
月
に
行
わ
れ
た「
住
民
と
議
会

の
懇
談
会
」の
結
果
を
ふ
ま
え
た
、
議
員

の
現
行
定
数
二
十
二
か
ら
十
八
に
削
減

す
る「
美
郷
町
議
会
議
員
定
数
条
例
制
定

案
」の
ほ
か
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
、

二
十
二
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
行
政
報
告（
一
部
抜
粋
）

ふ
る
さ
と
美
郷
応
援
寄
付
金
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
六
件
、
九
十
四
万
円
の
寄
付
を

受
け
て
お
り
、
今
回「
ふ
る
さ
と
美
郷
子
ど

も
育
成
基
金
」へ
の
積
み
立
て
を
補
正
予
算

計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
七
月
の

千
畑
ふ
る
さ
と
会
や
在
京
六
郷
会
並
び
に
各

地
区
の
年
祝
い
で
も「
ふ
る
さ
と
美
郷
応
援

寄
付
金
」制
度
の
紹
介
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
町
内
の
道
の
駅
や
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
、
温
泉
な
ど
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

置
し
、
帰
省
さ
れ
た
方
々
が
ご
覧
に
な
れ
る

よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
携
帯
電
話
不
感
地
帯

　
来
年
度
中
に
は
ほ
ぼ
解
消
の
見
通
し

　
携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
対
策
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
よ
り
要
望
し
て
い
た
大
台
野

広
場
周
辺
地
域
と
七
滝
地
域
に
つ
い
て
、

七
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
よ
り
移
動
通
信
用

鉄
塔
の
建
設
計
画
が
町
に
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
台
野
広
場
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
今
年
度
中
の
鉄
塔
建
設
と
平
成
二

十
一
年
春
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

地
域
内
で
の
試
験
電
波
測
定
や
そ
れ
に
基

づ
い
た
建
設
候
補
地
の
選
定
作
業
等
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
七
滝
地
域
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
中
の
建
設

を
目
標
に
各
種
準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
美
郷
町

内
に
お
け
る
携
帯
電
話
不
感
地
帯
は
、
ほ

ぼ
解
消
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

水
環
境
へ
の
共
通
意
識
の
醸
成
を
図
る

　「
水
の
郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

　
四
月
よ
り「
美
郷
町
水
環
境
保
全
条
例
」が

施
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
水
環
境
保
全
の

推
進
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
、
相
互
の

連
携
を
深
め
る
た
め
、
八
月
二
十
八
日
に

関
係
団
体
等
で
組
織
す
る「
水
環
境
保
全
会

議
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十

月
に
は
水
に
対
す
る
共
通
意
識
の
醸
成
を

目
的
に「
水
の
郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
現
在
そ
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
水
環
境
保
全
意
識
の
浸
透
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
定
の
減
量
効
果
を
確
認

　
ご
み
処
理
の
有
料
化

　
ご
み
処
理
の
有
料
化
の
完
全
実
施
か
ら

二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
実
施
当
初
は
、

旧
ご
み
袋
や
美
郷
町
以
外
の
指
定
ご
み
袋
の

一
部
使
用
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
は
指
定

ご
み
袋
が
利
用
者
全
体
に
浸
透
し
て
お
り
ま

す
。
指
定
ご
み
袋
の
移
行
に
あ
た
り
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員
や
行
政
協
力
員
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
は
昨
年
の
七
月
期
と
の
単
純
比
較
で
約

十
五
％
減
少
し
、
一
定
の
効
果
が
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル

等
を
ね
ら
い
と
し
た「
ご
み
分
別
大
辞
典
」を

六
月
に
全
戸
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
の
新
た
な
改
善
策
に
対
応

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
既
に
四
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
へ
の
保
険
料
軽
減
に

加
え
、
国
の
新
た
な
改
善
策
が
ま
と
ま
り
、

七
月
二
十
五
日
付
け
で
関
係
法
令
が
改
正
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
改
善
策
の
一
つ
目
は
、
普
通
徴
収
範
囲
の

拡
大
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
を
確
実

に
続
け
ら
れ
て
い
る
方
で
ご
自
身
の
口
座
か

ら
の
振
替
で
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
あ
る
い
は
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の

一
方
の
口
座
か
ら
の
振
替
で
納
付
を
希
望
さ

れ
る
方
の
う
ち
、
年
金
収
入
が
百
八
十
万
円

未
満
の
場
合
、
口
座
振
替
で
の
納
付
が
で
き

美
郷
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定
な
ど

二
十
二
件
を
可
決
・
認
定
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
議
員
定
数
を
現
行
の
二
十
二
か
ら
十
八
と

す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
次
回
の
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
五
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
〜
五
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
因
幡
文
夫
さ
ん（
笹
巻
）を
引
き
続
き
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

●
美
郷
町
担
い
手
農
地
集
積
高
度
化
促
進
事

業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
域
が
担
い
手
農
業
者
へ
農
地
を
面
的
に

ま
と
ま
り
の
あ
る
形
で
利
用
集
積
す
る
こ
と

を
支
援
す
る「
担
い
手
農
地
集
積
高
度
化
促

進
事
業
」の
実
施
に
あ
た
り
、
受
益
者
か
ら

事
業
費
の
一
部
を
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る

規
定
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
四
号

　
千
畑
温
泉
湯
治
館
建
築
事
業
に
係
る
借
入

金
の
繰
上
償
還
に
伴
う
千
畑
ヘ
ル
ス
観
光
へ

の
負
担
金（
二
億
円
）、
防
災
行
政
無
線
設
備

工
事
に
伴
う
工
事
請
負
費（
二
千
二
百
万

円
）、
北
林
腰
本
堂
町
線
舗
装
工
事
ほ
か
道

路
新
設
改
良
工
事
に
伴
う
工
事
請
負
費（
二

千
五
十
万
円
）、
松
枯
れ
病
・
サ
ク
ラ
テ
ン

グ
ス
病
の
防
除
に
伴
う
委
託
料（
百
八
十
六

万
八
千
円
）な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
億
四
千
十
二
万
四
千
円
を
補
正

し
、
予
算
総
額
を
百
七
億
八
千
三
百
八
十
五

万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
第
一
号

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
五
百
五
十
四
万

九
千
円
を
補
正
し
、
予
算
総
額
を
二
十
三
億

千
八
百
六
十
四
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
八
百
十
六
万
八
千

円
を
補
正
し
、
予
算
総
額
を
二
億
四
千
九
百

六
十
二
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
六
郷
東
部
地
区
排
水
管
工
事
の
追
加
お
よ

び
羽
貫
谷
地
地
区
の
給
水
管
洗
浄
工
事
に
伴

う
工
事
請
負
費
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
四
百
二
十
八
万
二
千
円

を
補
正
し
、
予
算
総
額
を
六
億
六
千
五
百
四

十
四
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
公
共
枡
設
置
工
事
に
伴
う
工
事
請
負
費
の

増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
百
四
十
二
万
四
千
円
を
補
正
し
、
予
算
総

額
を
二
億
千
六
十
五
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
各
処
理
場
の
修
繕
費
の
増
額
な
ど
に
つ
い

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
四
十
万
千
円

を
補
正
し
、
予
算
総
額
を
三
億
二
千
八
百
六

十
九
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
七
月
に
各
被
保
険
者
に
送
付
し
た
保
険

料
の
決
定
通
知
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
九
月
の
町
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お

り
、
現
在
、
申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
新
た
な
保
険
料
の
軽
減
策

で
、
収
入
が
基
礎
年
金
だ
け
の
世
帯
に
対
し

て
均
等
割
額
の
九
割
を
軽
減
、
ま
た
、
年
金

収
入
が
二
百
十
一
万
円
ま
で
の
方
の
所
得
割

を
五
割
程
度
に
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
い
ず

れ
も
二
十
一
年
度
か
ら
の
実
施
で
、
二
十
年

度
は
経
過
措
置
と
し
て
七
割
軽
減
の
方
は
、

一
律
八
・
五
割
軽
減
と
し
、
ま
た
、「
賦
課

の
も
と
と
な
る
所
得
」が
五
十
八
万
円
以
下

の
方
の
所
得
割
額
は
五
割
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
八
月
五
日
の
秋
田
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
で
関
係
条
例
の
一
部
改

正
が
可
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
軽
減
対
象
者
の
方
々
に
は
、
す
で

に
軽
減
後
の
賦
課
額
の
通
知
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
短
期
間
の
保
険
料
に
関
す
る

複
数
の
通
知
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
方
々
の

困
惑
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今

後
も
出
前
講
座
な
ど
に
よ
り
、
き
め
細
か
く

保
険
料
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
二
十
年
度
生
産
調
整
対
策
に
つ
い
て

　
農
家
別
転
作
目
標
面
積
千
八
百
四
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
生
産
目
標
数
量
配
分
率
六
十
九
％

で
、
農
業
協
同
組
合
、
主
食
集
荷
業
者
に
情

報
提
供
し
、
全
町
一
律
配
分
と
し
て
農
家
の

方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
転
作
実
施
面
積
は
千
九
百
二
十

九
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
達
成
率
は
百
四
・
九

％
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
青

刈
り
等
の
二
次
確
認
は
八
月
二
十
一
日
、
二

十
二
日
の
両
日
で
、
関
係
機
関
及
び
推
進
員

の
協
力
の
も
と
確
認
作
業
を
終
了
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
水
稲
の
生
産
調
整
非
協
力
者

の
う
ち
、
新
た
に
十
名
が
生
産
調
整
に
協
力

す
る
一
方
、
四
名
が
非
協
力
の
意
思
を
表
示

し
て
お
り
、
八
月
七
日
に
生
産
調
整
実
施
対

策
チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
五
十
二
名
の
非

協
力
農
家
に
対
し
て
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
再
度
協
力
の
要
請
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

全
国
学
習
状
況
調
査

　
本
町
は
お
お
む
ね
良
好
と
判
断

　
全
国
学
習
状
況
調
査
を
今
年
の
四
月
に
小

学
校
六
年
生
と
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
平
均
・
県
の
平
均
と
比
較
し
た
町

の
平
均
と
い
う
形
で
文
部
科
学
省
か
ら
八
月

二
十
九
日
に
教
育
委
員
会
に
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
実
施
し
た
国
語
、
算
数
・
数
学
の

学
習
状
況
は
全
国
及
び
県
の
状
況
と
比
較
し

た
場
合
、
お
お
む
ね
良
好
な
状
況
に
あ
る
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
が
、
若
干
課
題
も
見
受

け
ら
れ
今
後
一
層
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
分
析
を
進
め
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
に
つ
い
て

は
、
自
校
や
個
々
の
課
題
と
そ
の
実
態
を
分

析
し
、
保
護
者
に
自
校
の
状
況
に
つ
い
て
機

会
を
捉
え「
面
談
」「
教
育
相
談
」を
設
け
る
な

ど
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
と

も
課
題
を
共
有
し
、
速
や
か
に
指
導
方
法
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


